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介護施設スタッフのコロナ検査を徹底すると入居者の死亡率が減った

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

【松崎雑感】

ワクチン接種が始まる前では、スタッフの感染数が少ないほど、入居者の感染、死亡数

も少なかったが、ワクチンが行き渡ると、スタッフの感染の有無と入居者の死亡率に差が

見られなかったという、ワクチン接種のパワーを証明した調査です。ただし、スタッフの感染

が少ないほど入居者の感染数は少なかったという事です。感染が少ないと、ロングコロナ

リスクも少ないわけで、それはそれで大きなベネフィットがあります。
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背景

COVID-19パンデミック中の介護施設職員のサーベイランス検査が入居者
の予後にどのように影響したかは明らかになっていない。

方法

2020～22年のデータを基に後顧的コホート調査を行った。ワクチン接種開
始前、オミクロン株流行前、オミクロン株流行中の3期に分けて解析。施設
のアウトブレイク（2週間感染者が発生しなかった施設における新たな感染
者発生と定義）における、介護施設スタッフ13,424名のCOVID-19検査
の頻度と、対応する施設入居者の感染率、死亡率との関連を解析。
COVID-19検査実施量の上位10%施設（高検査施設）と下位10％
施設間（低検査施設）の入居者の感染死亡率を比較した。



結果

観察期間中、高検査施設で100アウトブレイクあたり519.7名、低検査施
設で591.2名の感染者が発生した（発生数の差71.5名：有意）。死亡者は
高検査施設で42.7名、低検査施設で49.8名（死亡数の差7.1名：有意）。

一方、ワクチン接種前の時期では、100アウトブレイクあたりの感染者が
、高検査施設で759.9名、低検査施設で1060.2名（発生数の差300.3名：有
意）、死亡者が、高検査施設で125.2名、低検査施設で166.8名（死亡数の
差41.6名：有意）だった。

ワクチン接種が進んだオミクロン株流行前では、両施設の間に感染者と
死亡者の有意な差は見られなかった。

オミクロン株流行中の時期では、高検査施設で有意に感染者が減少した
が、死亡者の差は見られなかった。

結論

介護施設の職員にCOVID-19検査を多く行うほど、入居高齢者の感染と

死亡が減少していた。とりわけワクチン接種前の時期に著明だった。
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